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P.1 

 

～地域の力を学校に～『清瀬市学校支援本部』  

学校支援本部とは？ 

地域の人たちと一緒になって、学校が必要とする教育活動などを支援するために設置された組織です。 

“地域コーディネーター”が中心となり、 

体験授業の講師、授業補助、学校行事の運営 

支援・校内環境整備など各種活動に協力して 

くれるボランティアを発掘し、支援したい人 

と学校のニーズをマッチングさせ、様々な活 

動に取り組んでいます。 

これまでも多くの地域住民・地域団体・保 

護者・学生の方々にご協力をいただいてきま 

した。こうした活動は、全国の自治体で広ま 

り、清瀬の小・中学校でも令和２年度から全 

校で設置しています。 

 

「第 2 次清瀬市教育総合計画マスタープラン」との関わり 

【基本構想】 基 本 理 念：子供が育つ 市民が育つ まちも育つ 清瀬の教育 

５つの柱の１つ：地域の力で清瀬の教育をつなぎます（地域コミュニティ） 

１６の方向性の１つ：地域の力を学校に生かす仕組みづくりの推進 

【実行計画】 方向性を具現化する施策：学校支援本部の設立及び活動の推進 

 

 

令和 2年度から清瀬市内全ての小・中学校に設立実現！ 



P.2 

 

学校支援本部設置状況一覧（Co＝コーディネーター） 令和８年 3 月 31日現在 

設置年度 学校 Co 氏名 備考 地域連携担当教員 

  統括 齊藤 しのぶ 社会教育委員・民生・青少協等  

H29 清瀬小 

池田 泉 元 PTA 会長、Co 兼務有 

小野寺 麻美子 主任教諭 

伊川 萌 主任教諭 
諸川 幸子 元 PTA 副会長、Co 兼務有 

齊藤 典子 地域関係者 

R1 芝山小 

大津 里美 元 PTA 会長 

山岡 拓馬 主幹教諭 山﨑 優子 元青少協第四地区委員会会長 

原 久美 SSS 

H27 三小 森谷 美津子 きよせの自然を守る会 小池 なつき 教諭 

R1 四小 
石垣 沙織 元 PTA 会長 

大島 静恵 主幹教諭 
加藤 理菜 卒業生 

H30 六小 

大竹 政雄 六小おやじの会代表 

相原 麻菜美 教諭 武田 千晴 元 PTA 会長 

伊野 早代里 元 PTA 会長 

R1 七小 
木村 葉子 元七小の会役員 

小林 雄太 主幹教諭 
淡路 真由美 元七小の会役員 

R1 八小 

土屋 有子 元八小の会役員 

仲 恵 主幹教諭 山崎 晶子 元八小の会役員 

北 真紀 保護者 

R1 十小 

石崎 勇仁 学校運営連絡協議会委員 

芦澤 マユミ 主幹教諭 岡 利依 学校運営連絡協議会委員 

松崎 由紀子 学校運営連絡協議会委員 

R2 清明小 
山村 康一 元保護者 

宮脇 雅人 主任教諭 
本間 幸子 青少協第三地区副会長 

R1 清瀬中 
池田 泉 元 PTA 会長、Co 兼務有 

猪 智朗 主幹教諭 
諸川 幸子 元 PTA 副会長、Co 兼務有 

H30 二中 齊藤 しのぶ Co 兼務有 阿部 充浩 主任教諭 

R2 三中 齊藤 しのぶ Co 兼務有 小室 渉 主幹教諭 

R1 四中 齊藤 しのぶ Co 兼務有 夏秋 順一 主幹教諭 

H30 五中 

本庄 佳緒里 元保護者代表者会役員 

太田 紗弥香 主幹教諭 太田 友紀 元保護者代表者会役員 

望月 紀子 元保護者代表者会役員 
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小学校の活動報告 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※作成者：各校のコーディネーター 



本　　　部　　　名

コーディネーター数

登録ボランティア数

〇

〇

〇

〇

 学習支援 〇

 体験活動（スポーツ） 〇

 体験活動（文化・芸術） 〇

 体験活動（その他） 〇

 その他（※） 〇

【校内での会議等】

【支援活動事例】

【効果や成果（教員からの声など）】

P.４

延べ　３００人

清瀬市立清瀬小学校

３人　　

４０人　　

学校支援本部 活動開始年度

学級数・延児童生徒数

令和７年度ボランティア数

Ｈ２９年度

２１学級・６９８人

２人

３人

２５人

（※）サタデースクール、火の花まつり踊り大会

６５０人

３０人

６０人

９０人

1
回
あ
た
り
の
ス
タ
ッ

フ
の
平
均
人
数

１２人

年
間
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
数

延べ　２５０人

 その他
の内容

写真orイラスト

（写真タイトル）

進路指導の補助

1
回
あ
た
り
の
子
供
の

平
均
人
数

　〇避難所運営連絡協議会　　　　〇CS委員会（年５回）

登校に関する対応

地域ボランティアとの連絡
調整

日々の校内清掃への参加・
見守り

給食時の対応

学校行事等の準備・運営

放課後・夜間における対応

児童生徒の休み時間におけ
る対応

部活動の補助

授業準備・補助

※英語が堪能な地域住民等による外国語の
授業準備・補助

学
校
に
お
け
る
働
き
方
改
革
を
踏
ま
え

た
活
動

〇教育環境の向上

・朝学習ボランティア→毎週木曜日（漢字）

・ミシン補助ボランティア（５年生）

・夏休み学習ボランティア

〇講師招聘

・命の学習（４年生）→総合（高齢者の方々）

・俳句教室（１.２年生）→国語（谷村先生、瀧本先生）

〇学校行事補助

・運動会 来賓受付・誘導、安全補助

〇広報

・活動報告

〇次年度に向けて

・サタデースクールの講師依頼

朝学習ボランティアは４年目を迎え、週に１回ボランティアの方に来ていただき丸付けをしていただいた。

継続的に行うことで子どもたちの学習成果が出てきた。また、先生方の仕事を軽減することができた。特定

の学年にはなってしまったが、俳句の出前授業を行うことができた。

ミシン補助では、多く地域の方に関わっていただきよかった。

土曜サタデースクールは、６つの講座を年８回開講することができた。多くの子供たちが参加し、有意義な

活動になった。また、同日にCS主催の図書館開放を行うことで、サタデースクールを

地域の方にも知っていただくことができたのではないか。

次年度活動に向け、地域連携教諭と協力し、年間の予定表を作成し全学年の児童の為にできることを増やし

ていきたい。また、以前行っていた漢字検定をCSから引継ぎ、年２回行う予定。



本　　　部　　　名

コーディネーター数

登録ボランティア数

〇

〇

〇

 学習支援

 体験活動（スポーツ）

 体験活動（文化・芸術） 〇

 体験活動（その他） 〇

 その他（※） 〇

【校内での会議等】

【支援活動事例】

【効果や成果（教員からの声など）】

P.５

令和7年度は食育としてさつまいもの栽培をし収穫、調理できました。
さらにコロナ以降初のあきまつりも開催しとても充実した時間を過ごせました。
しかし、教員からの声をあまり聞くことが出来なかったのが残念です。
運動会は雨天平日開催でしたが保護者の観覧が多かったです。サポーターに協力が少ないので学校行
事に保護者の協力を頂く工夫が必要です。
地域と保護者が気軽に来校できる芝小へフラットを実現させたいです。

２０人

 その他
の内容

（※）みどりの絆、漢字検定

令和7年度活動、芝小サポーター、校内環境美化について4月に打ち合わせ
芝小CS会議に参加　年5回
芝小保護者の会運営委員会開催　年3回

芝小おいもクラブ運営
図書室開放（第四土曜日午前）
漢字検定、みどりの絆、あきまつり、運動会、展覧会、書初め、（芝小サポーター募集）
芝小あきまつりを青少協第四地区委員会と共催

1
回
あ
た
り
の
子
供
の

平
均
人
数

人 1
回
あ
た
り
の
ス
タ
ッ

フ
の
平
均
人
数

人 年
間
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
数

延べ40人
人 人

３０人 ５人

２３０人

部活動の補助

給食時の対応 授業準備・補助

学校行事等の準備・運営 進路指導の補助

日々の校内清掃への参加・
見守り

※英語が堪能な地域住民等による外国語の
授業準備・補助

清瀬市立芝山小学校

芝山小支援本部 活動開始年度 令和元年度

３人　　 学級数・延児童生徒数 12学級　365人

３０人　　 令和７年度ボランティア数 延べ７０人

登校に関する対応 放課後・夜間における対応学
校
に
お
け
る
働
き
方
改
革
を
踏
ま
え

た
活
動

地域ボランティアとの連絡
調整

児童生徒の休み時間におけ
る対応



本　　　部　　　名

コーディネーター数

登録ボランティア数

〇

〇

〇

 学習支援 〇

 体験活動（スポーツ）

 体験活動（文化・芸術）

 体験活動（その他） 〇

 その他（※） 〇

【校内での会議等】

【効果や成果（教員からの声など）】

P.６

(教員から)
・児童が地域の方々に支えられているという実感を感じることが出来た。
・サポーターの方々に土台を作っていただき、学びを深めることが出来た。
・教えていただいたことをその後の学習に活かすことができた。
・農業体験を通して、農作業の大変さや育てることの喜びを感じることが出来た。
・ともに育てていただいたり、育て方を教えていただくことで、地域の方々の支えがあって
学校生活が成り立っていると感じることが出来た。

約３～８人

 その他
の内容

（※）サマースクール　(自習学習２日間、体験学習２日間７講座)

・年度初めの保護者会、新一年生の保護者会で学校支援本部(３小サポーターズ)紹介
・３小サポーターズと学校管理職を含めて年度初めの話し合い
・サマースークールについての事前話し合い
・PTA定例会に同席
・学童クラブさん(明日葉さん)との懇親会会議

【支援活動事例】

・校内の花壇畑の整備(ボランティア調整 清瀬の自然を守る会から落ち葉フレコン袋受取腐葉土作)
・全学年学習支援(人権　こころいきプロジェクトさんとの調整)
・1年生学習支援(自然観察　清瀬の自然を守る会さんとの調整)
・2年生学習支援(野菜の苗植え　竹丘の農家さんとの調整、自然観察会の調整)
・3年生学習支援(人参の種から収穫まで)(安全マップ作成の為の街歩きのボランティアの調整)
・4年生学習支援(ようこそ先輩　話し手の調整)(心と体　こころいきプロジェクトさんとの調整)
・5,6年生環境委員会(校庭にある柚子からジャムを作ろう！　補助ボランティアの調整)
・展覧会の準備のお手伝いボランティアの調整
・体力テスト(お手伝いボランティアの調整)　・授業公開(受付ボランティア調整)
・漢検(年2回　検定料集金、監督員ボランティア調整)
・サマースクール(自習教室ボランティア、体験教室7講座各協働支援員とボランティアの調整)
・３小まつり実行委員会主催の三小まつり感謝祭、三小まつり歓送迎会への参加と協力
　(おはなし会ブーススタッフボランティアの調整)

1
回
あ
た
り
の
子
供
の

平
均
人
数

４０人
1
回
あ
た
り
の
ス
タ
ッ

フ
の
平
均
人
数

１０人
年
間
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
数

延べ１２０人以上
人 人

人 人

約３０人

部活動の補助

給食時の対応 授業準備・補助

学校行事等の準備・運営 進路指導の補助

日々の校内清掃への参
加・見守り

※英語が堪能な地域住民等による外国語の
授業準備・補助

清瀬市立清瀬第三小学校

三小学校支援本部 活動開始年度 平成27年度

１人　　 学級数・延児童生徒数 10学級　216人

その都度募集　　 令和７年度ボランティア数 延べ１２０人以上

登校に関する対応
放課後・夜間における対

応
学
校
に
お
け
る
働
き
方
改
革
を
踏
ま
え

た
活
動

写真orイラスト

（写真タイトル）

地域ボランティアとの連
絡調整

児童生徒の休み時間にお
ける対応

1年生自然観察会

ようこそ先輩

サマースークール



本　　　部　　　名

コーディネーター数

登録ボランティア数

〇

〇

〇

〇

〇

 学習支援 〇

 体験活動（スポーツ）

 体験活動（文化・芸術） 〇

 体験活動（その他） 〇

 その他（※） 〇

【校内での会議等】

【支援活動事例】

【効果や成果（教員からの声など）】

P.７

・四小CS立ち上げ初年度として、学校の経営方針に基づいた活動となるよう調整役をしてもらえた
・多種多様な地域の方の読み聞かせ（舞台俳優など）も実施でき、四小が力を入れている「国語力」
の向上にも一助となった
・明治薬科大学とのつながりを持つことができ、学生ボランティアを依頼することができた
・市内社会科見学の受け入れ先と日程調整等をしてもらえて助かった

5人

 その他
の内容

（※）漢字検定、
CS主催イベント（手持ち花火、星空観測会）企画運営・実施

・四小CS立ち上げ初年度にあたり、方向性に関する管理職とCS会長との打ち合わせ
・読み聞かせ実施にあたり、日程調整等担当教員との打ち合わせ
・学校行事や学年で要ボランティア募集となった際、学年教員や管理職と打ち合わせ
・年度はじめの職員夕会にて、教職員へ自己紹介と学校支援本部としてできることの説明
・登校班におけるトラブルにおいて、学級担任と管理職と打ち合わせ
・特色予算について管理職と打ち合わせ　など

・明治薬科大学訪問調整（管理職同行）と学生ボランティア募集に関する依頼と調整
・音楽会受付、閉庁期間の鶏のえさやり、まちたんけん、地域安全マップ作り、家庭科外部講師授業時の手伝い、日生劇場
手伝いなど、ボランティアの募集（Googleフォームを作成、H&Sで配信）と調整
・給食運営協議会保護者出席者の調整
・市内社会科見学（消防署・いなげや・郷土博物館・市役所）日程調整
・特別支援学校児童との副籍交流時の国語教科書読み聞かせ（協働活動支援員）依頼と調整
・新1年生授業サポート、見守り（入学当初）
・新1年生下校時の対応、見守り（学校・青少協と連携）、明治薬科大学へのお手洗い借用に関するお礼
・インフルエンザ蔓延時における教員不足の際の教室見守りサポート
・離任式における卒業生からの手紙（声かけ・収集）準備
・特色予算に関する管理職との打ち合わせ、当日の同席
・「家庭と子供の支援員」「教育活動支援員」人材探し、日程調整
・読み聞かせ実施に向けた日程調整、地域を含めたボランティア募集、担当学年の調整（計26回実施）
・道徳授業地区公開講座（講師との橋渡し）依頼と調整
・漢字検定の案内・実施
・四小保護者の会の活動支援（学校資源回収日程の調整、活動の方向性への相談など）
・音楽会における学生演奏（明治薬科大学クラシックギター部と日本社会事業大学軽音楽部）依頼。調整
・給食試食会の調整・地域への声かけ・実施（四小CS主催）
・登校班編制・調整作業、転入生や学区内転居の家庭への対応、登校班におけるトラブル対応・班の移動調整
・通学路危険箇所視察調整（四小CS、四中CS、市長、市役所、四小保護者、四小管理職）と当日の参加
・入学説明会での案内（登校班の説明、個人情報の取り扱いについて同意書配布・回収）
・運動会当日準備（雨天対応）手伝いと次年度以降の対応検討・依頼（校庭利用団体へ準備・片付けの依頼）
・卒業対策委員の募集、活動支援
・卒業式保護者優先席の調整
・四小CS主催イベント（手持ち花火、星空観測会）学校との調整・地域との調整・小中連携の調整・保険加入手続き・ボラ
ンティア募集と調整・当日運営・アンケート集計とCSでの報告　など

1
回
あ
た
り
の
子
供
の

平
均
人
数

35人
1
回
あ
た
り
の
ス
タ
ッ

フ
の
平
均
人
数

5人
年
間
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
数

延べ２３０人
人 人

35人 5人

35人

部活動の補助

給食時の対応 授業準備・補助

学校行事等の準備・運営 進路指導の補助

日々の校内清掃への参
加・見守り

※英語が堪能な地域住民等による外国語の
授業準備・補助

清瀬市立清瀬第四小学校

四小学校支援本部 活動開始年度 令和元年度

２人 学級数・延児童生徒数 ９学級・２２６人

都度募集　　 令和７年度ボランティア数 延べ２３０人

登校に関する対応
放課後・夜間における対

応
学
校
に
お
け
る
働
き
方
改
革
を
踏
ま
え

た
活
動

地域ボランティアとの連
絡調整

児童生徒の休み時間にお
ける対応

左：手持ち花火イベントでの学生ボランティア

右：読み聞かせの保護者ボランティア



本　　　部　　　名

コーディネーター数

登録ボランティア数

〇

〇

〇

 学習支援

 体験活動（スポーツ）

 体験活動（文化・芸術） 〇

 体験活動（その他） 〇

 その他（※） 〇

【校内での会議等】

【支援活動事例】

【効果や成果（教員からの声など）】

P.８

本年度のイベントでは六小児童と一緒になって、近隣の高齢者サークル、住民コミュニティー、大学生ボラン
ティアなど多世代から協力を得られた。その効果は学校のみならず地域の交流の場としても活用出来たと思われ
る。

５０人

 その他
の内容

（※）流しそうめん

CS会合（学校運営協議会）計5回　5月17日、6月28日、9月27日、10月18日、3月7日
　　　　　　　　　　　　　その他　個別の案件については個々に対応
学校支援本部（協議・情報共有）　随時（メールなどのツールも通信手段として用いている。）

支援活動　教育環境の向上　12月13日　花壇整備（花壇ボランティア）
　　　　　　　　　　　　　登下校の見守り　PTA主導（ふれあい週間、引き取り訓練など）
　　　　　　　　　　　　　防災キャンプ（5年生学習発表会）サポート
　　　　　　　　　　　　　修繕等　扇風機清掃メンテナンス（教室のみ）
イベント他　6月7日　六小フリマ①（主催：学校支援本部六小プロジェクトX）
　　　　　　7月5日　流しそうめん（主催：学校支援本部六小プロジェクトX）
　　　　　　9月20日　地域交流料理教室「手作りピザ」
　　　　　　10月18日　秋まつり　共催：PTAサタデースクール
　　　　　　10月25日　ニュースポーツ体験会　主催：PTA他
　　　　　　11月28日　六小フリマ②（主催：学校支援本部六小プロジェクトX）
　　　　　　12月13日　あつ芋（地域清掃と焼き芋会）共催：きよせエンジン
　　　　　　12月20日　地域交流料理教室「クリスマスケーキ」
　　　　　　1月26日　昔あそび　協力：梅園長寿会
六小ライブラリー＆カフェ（愛称：六小ライカ）
　　　　　　開催日：4月26日、5月24日、7月26日、8月23日、11月22日、12月27日、1月24日、
　　　　　　　　　　2月28日、3月28日　　計9回
新企画　仮称：六小中庭農園　六小中庭を活用して農園を開拓した。
　　　　　初年度の収穫はさつま芋のみで「あつ芋」で食した。
学校支援本部六小プロジェクトX［URL］https://kiyo6-projectx.jimdofree.com
六小プロジェクトXだより　発行38号〜44号

1
回
あ
た
り
の
子
供
の

平
均
人
数

人 1
回
あ
た
り
の
ス
タ
ッ

フ
の
平
均
人
数

人 年
間
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
数

延べ１５０人
人 人

５０人 ２０人

１５０人

部活動の補助

給食時の対応 授業準備・補助

学校行事等の準備・運営 進路指導の補助

日々の校内清掃への参加・
見守り

※英語が堪能な地域住民等による外国語の
授業準備・補助

清瀬市立清瀬第六小学校

六小プロジェクトX 活動開始年度 平成30年度

3人　　 学級数・延児童生徒数 １４学級・３２３人

30人　　 令和７年度ボランティア数 延べ７０人

登校に関する対応 放課後・夜間における対応学
校
に
お
け
る
働
き
方
改
革
を
踏
ま
え

た
活
動

地域ボランティアとの連絡
調整

児童生徒の休み時間におけ
る対応←さつま芋

中庭農園→



本　　　部　　　名

コーディネーター数

登録ボランティア数

〇 〇

〇 〇

〇

〇

 学習支援 〇

 体験活動（スポーツ）

 体験活動（文化・芸術） 〇

 体験活動（その他） 〇

 その他（※） 〇

【校内での会議等】

【支援活動事例】

【効果や成果（教員からの声など）】

 P.９

 その他
の内容

（※）地域づくりの会主催の祭りボランティア、支援本部チーム化

〇　学校運営協議会　〇　松山ＤＸ（地域づくりの会）〇　避難所運営連絡協議会
〇　七小の会（保護者の会）運営委員会　　〇 ４月当初に教職員への挨拶の場
〇　新入生説明会でななサポについて説明

〇　読書、学びへの関心・意欲の向上
　・読み聞かせ→保護者、卒業生、地域の方　・図書ボランティア→保護者、地域の方
　・漢字検定受付、試験監督→保護者、卒業生、地域の方
〇　講師招聘
  ・１～４年生セーフティ教室→清瀬の包括的性教育団体（謝礼10,000円）
　・畑指導（協働活動支援員として）
〇　地域とのつながりづくり、児童のボランティア情操教育
　・松山ＤＸ祭り（地域づくりの会主催）→保護者、七小児童、社大生、清瀬高校生、二中生
　　卒業生、地域の方
　・ななりんのお庭（中休みにボランティア児童と一緒に花壇整備活動）
〇　授業サポート
　　1年生交通安全教室、2,3,5年生校外学習、けやき学級地域ポイントラリー、体力テスト準備サポート
　　図工授業（カッター）サポート、火おこし体験→保護者、サバイバル教室→保護者、地域の方
〇　学習支援
　・夏休み学習支援→保護者、卒業生　・放課後ぐんぐんタイム→卒業生、地域の方、社事大生

〇　卒業生や現役中高生を巻き込む「循環型」ボランティアを行うことができている。（教員より）
〇　火おこし体験のボランティアのつながりを機に、５年生の移動教室の代替となるサバイバル教室
が
　生まれた。
〇　社協「ボランティアはじめの一歩」のマッチングに参加したことにより、新たなボランティア者
　を取り込めた
○　①花壇等整備、通称ななりんのお庭、②図書部門、③漢字検定のリーダーが自立した活動を
　どんどん進めている。

1
回
あ
た
り
の
子
供
の

平
均
人
数

２０人 1
回
あ
た
り
の
ス
タ
ッ

フ
の
平
均
人
数

３人

※英語が堪能な地域住民等による外国語の
授業準備・補助

年
間
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
数

延べ５００人
人 人

４０人 ４人

３５人 １０人

清瀬市立清瀬第七小学校

ななサポ 活動開始年度 平成３１年度

２人　　 学級数・延児童生徒数 １１学級・２０６人

１６０人　　 令和７年度ボランティア数 延べ５００人

登校に関する対応 放課後・夜間における対応
学
校
に
お
け
る
働
き
方
改
革
を
踏
ま
え

た
活
動

地域ボランティアとの連絡
調整

児童生徒の休み時間におけ
る対応

部活動の補助

給食時の対応 授業準備・補助

学校行事等の準備・運営 進路指導の補助

日々の校内清掃への参加・
見守り

サバイバル教室→

薪割り体験の様子

←１年生クリスマス

リース指導お礼の様子



本　　　部　　　名

コーディネーター数

登録ボランティア数

〇

〇

〇

 学習支援 〇

 体験活動（スポーツ）

 体験活動（文化・芸術）

 体験活動（その他） 〇

 その他（※） 〇

【校内での会議等】

【支援活動事例】

【効果や成果（教員からの声など）】

P.10

〇今年度も、保護者の会と青少協との共催で「芝生まつり」を開催・運営しました。多くのボラン
ティアや地域の方の協力もあり、200名を超える児童と、保護者、教員の皆さまと、楽しい時間を過ご
しました。
〇学校支援本部でボランティアを募集し、活動をコーディネートしました。読む力の向上という学校
の方策もあり、図書・読み聞かせボランティアの活動の幅を広げ、人材を確保できました。
〇夏休みに行った芝生の植え付けでは、急遽の依頼であったにも関わらず多くの保護者、児童、卒業
生に参加いただけました。
〇立川市立小学校の不審者侵入の事件を受けて、授業公開日の直前に依頼することになってしまった
受付についても、ご理解をいただいたボランティアや保護者の参加がありました。
〇学校側から行事の付添い、保護者の会から行事の受付等、相談を受けることも増え、ボランティア
や保護者の会、多くの地域の団体と連携をとりながら、無理なく活動することができました。

５８人

 その他
の内容

（※）芝生の管理維持作業・読み聞かせ・図書ボランティア・
　　　学校行事の手伝い・通学路点検

〇学校支援本部顔合わせ
〇学校運営協議会（年５回）
〇ボランティア募集相談
〇体育学習発表会手伝いの打ち合わせ
〇校外学習活動支援の打ち合わせ
〇芝生まつり打ち合わせ
〇音楽会受付打ち合わせ
〇土曜授業公開受付打ち合わせ

〇ボンランティア募集
　（チームふわっと・図書ボランティア・読み聞かせボンランティア・どんぐりっ子・パレット）
〇読み聞かせボランティア日程調整
〇図書ボランティア活動コーディネート
〇体育学習発表会手伝い（受付・片付け）
〇交通保護誘導
〇校外学習活動支援
〇芝生まつり…芝生手入れ→遊び（バルーンロケット・バルーンロール）
〇音楽会受付
〇保護者の会活動のサポート
〇土曜授業公開受付

1
回
あ
た
り
の
子
供
の

平
均
人
数

２５人
1
回
あ
た
り
の
ス
タ
ッ

フ
の
平
均
人
数

３人
年
間
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
数

延べ３７９人
人 人

人 人

２３５人

部活動の補助

給食時の対応 授業準備・補助

学校行事等の準備・運営 進路指導の補助

日々の校内清掃への参
加・見守り

※英語が堪能な地域住民等による外国語の
授業準備・補助

清瀬市立清瀬第八小学校

ＳＮ８ 活動開始年度 平成３１年度

３人　　 学級数・延児童生徒数 ２０学級・４６０人

７１人　　 令和７年度ボランティア数 　延べ　　３７９人

登校に関する対応
放課後・夜間における対

応
学
校
に
お
け
る
働
き
方
改
革
を
踏
ま
え

た
活
動

写真orイラスト

（写真タイトル）

地域ボランティアとの連
絡調整

児童生徒の休み時間にお
ける対応



本　　　部　　　名

コーディネーター数

登録ボランティア数

〇

〇 〇

〇

 学習支援 〇

 体験活動（スポーツ）

 体験活動（文化・芸術）

 体験活動（その他） 〇

 その他（※） 〇

【校内での会議等】

【支援活動事例】

【効果や成果（教員からの声など）】

P.11

三年目となる十小ファームのお芋堀では昨年度よりもたくさんの参加があり、多くの児童が土に触れる体験が
できました。これまでの支援本部の活動に賛同をいただき、現役の保護者5名が新たに支援本部に加わってくれ
ました。地域の円卓会議に参加しイベント手伝い等の効果として、五年生の道徳授業地公開講座の講話では、
急遽だったため短い時間での募集となりましたが、たくさんの地域の方のご協力を得ることができました。

１７人

 その他
の内容

(※)読み聞かせ、運動会設営手伝い、音楽会動画配信手伝いなど

〇低学年保護者会での地域支援本部の紹介(4月)→保護者を対象にご挨拶と本年度の事業紹介
〇十小・五中合同学校支援本部連絡会(5・10・2月)→Coと事務局とで今後の方針のすり合わせや情報
交換
〇学校運営協議会に参加(5・9・1・2月）
〇地域円卓会議「ひまわり105」に参加(8月を除く毎月)→地域への活動周知と情報交換

〇教育環境の向上
・草刈り/落ち葉清掃　→保護者、地域ボランティア
・図書ボランティア　→保護者、地域ボランティア
・十小畑開墾(十小ファーム）→教員・保護者・児童・地域ボランティア
・読み聞かせボランティア　→保護者、地域ボランティア
・焼き芋会　→教員、保護者、地域ボランティア
・五年生道徳地区公開講座にて講和　→地域ボランティア
〇講師招致
・三年生蚕学習→蚕学習ボランティアピュアシルク
・十小畑開墾指導と令和7年度作付け改革立案補助→岩田農園
・一年生昔遊び授業講師→川崎初美

1
回
あ
た
り
の
子
供
の

平
均
人
数

８２人 1
回
あ
た
り
の
ス
タ
ッ

フ
の
平
均
人
数

９人 年
間
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
数

延べ ４２１人
人 人

人 人

３０人

部活動の補助

給食時の対応 授業準備・補助

学校行事等の準備・運営 進路指導の補助

日々の校内清掃への参加・
見守り

※英語が堪能な地域住民等による外国語の
授業準備・補助

清瀬市立清瀬第十小学校

十小 学校支援本部 活動開始年度 令和元年度

３人　　 学級数・延児童生徒数 ２１学級・５６４人

都度募集 令和7年度ボランティア数 延べ４２１人

登校に関する対応 放課後・夜間における対応学
校
に
お
け
る
働
き
方
改
革
を
踏
ま
え

た
活
動

地域ボランティアとの連絡
調整

児童生徒の休み時間におけ
る対応

蚕学習の様子

落ち葉清掃

焼き芋の会の様子



本　　　部　　　名

コーディネーター数

登録ボランティア数

〇

〇

〇

 学習支援 〇

 体験活動（スポーツ）

 体験活動（文化・芸術） 〇

 体験活動（その他） 〇

 その他（※） 〇

【校内での会議等】

【支援活動事例】

【効果や成果（教員からの声など）】

P.12

年間を通して実施する未来塾を中心として昨年度と同様の内容となり、ようやく清明小の学校支援本
部として安定してきたと感じている。未来塾では問題と感じる部分もあったが、都度学校と相談して
改善をしてきた。３学期はかなり落ち着いた空間となった。
今年度からCSが始まり、学校運営協議会で支援本部の内容の紹介や相談等ができるようになった。

5人

 その他
の内容

（※）図書室環境整備

本部運営委員会(2～3ヶ月に1回程度、不定期)
清雅包括×hitonowa×学校支援本部　活動の場作りミーティング(3ヶ月に1回)
学校運営協議会(年5回)

◯未来塾(放課後家庭学習時間の見守り)
◯家庭科授業補助(調理実習、ミシン)
◯図書室環境整備
◯特別支援学級「あおぞら」hitonowa訪問
◯2年生町探検サポート
◯昔遊び体験
◯3年生フィールドワーク引率(町探検)
◯4年生柳瀬川体験学習
◯体力テストのサポート
◯プライベートゾーン講習
◯環境市民協議会による清明小敷地内の樹木測定結果設置
◯HPの運営

1
回
あ
た
り
の
子
供
の

平
均
人
数

70人 1
回
あ
た
り
の
ス
タ
ッ

フ
の
平
均
人
数

5人 年
間
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
数

延べ２００人
人 人

70人 5人

70人

部活動の補助

給食時の対応 授業準備・補助

学校行事等の準備・運営 進路指導の補助

日々の校内清掃への参加・
見守り

※英語が堪能な地域住民等による外国語の
授業準備・補助

清瀬市立清明小学校

清明小応援団 活動開始年度 令和2年度

２人　　 学級数・延児童生徒数 １６学級・３８７人

５０人　　 令和7年度ボランティア数 延べ　２００人

登校に関する対応 放課後・夜間における対応学
校
に
お
け
る
働
き
方
改
革
を
踏
ま
え

た
活
動

写真orイラスト

（写真タイトル）

地域ボランティアとの連絡
調整

児童生徒の休み時間におけ
る対応
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中学校の活動報告 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※作成：各校のコーディネーター 



本　　　部　　　名

コーディネーター数

登録ボランティア数

〇

〇

〇

 学習支援 〇

 体験活動（スポーツ）

 体験活動（文化・芸術） 〇

 体験活動（その他） 〇

 その他（※） 〇

【校内での会議等】

【支援活動事例】

【効果や成果（教員からの声など）】

P.14

昨年に引き続き、学校行事の補助や検定を行うことができた。職場体験が再開されるということで、
体験先の開拓・依頼等を行い、色々な場所で体験をすることができた。また、防災訓練や地域の祭り
にボランティアとして生徒が参加できたのがよかった。今後の課題として、清瀬小学校と隣にあると
いう地形を生かし、運動会や防災訓練では協働の活動ができるようになってきた。さらに連携をとり
ながら、中学生が地域の一員としての体験が増えていくよう努めたい。

2人

 その他
の内容

（※）SNS講座

〇評議員会（年２回）　　〇CS委員会（年５回）　　　　〇避難所運営連絡協議会

1
回
あ
た
り
の
子
供
の

平
均
人
数

75人 1
回
あ
た
り
の
ス
タ
ッ

フ
の
平
均
人
数

3人 年
間
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
数

延べ　30人
人 人

350人 2人

350人

部活動の補助

給食時の対応 授業準備・補助

学校行事等の準備・運営 進路指導の補助

日々の校内清掃への参加・
見守り

※英語が堪能な地域住民等による外国語の
授業準備・補助

清瀬市立清瀬中学校

清瀬中学校 活動開始年度 平成３１年度

２人　　 学級数・延児童生徒数 １４学級・３７０人

１５人　　 令和7年度ボランティア数 延べ　３０人

登校に関する対応 放課後・夜間における対応
学
校
に
お
け
る
働
き
方
改
革
を
踏
ま
え

た
活
動

写真orイラスト

（写真タイトル）

地域ボランティアとの連絡
調整

児童生徒の休み時間におけ
る対応

〇講師招聘

・音楽祭の合唱指導・審査員

〇学校行事補助

・入学式、卒業式、音楽祭、運動会の受付等 ・不審者対策

・音楽祭のDVD販売（集計、注文） ・花壇整備（苗植え指導）

・SNS講座（KDDI）

・職場体験先の開拓・依頼

〇検定運営

・漢字検定（年２回）、英語検定（年３回）

集金、ボランティアの募集、当日の準備・運営（試験監督へ説明等）

〇広報

・学校のHPで活動報告や手紙掲載

〇地域活動

・避難所運営連絡協議会 防災訓練訓練の中学生ボランティア募集



本　　　部　　　名

コーディネーター数

登録ボランティア数

〇

〇

〇

〇 〇

 学習支援 〇

 体験活動（スポーツ）

 体験活動（文化・芸術）

 体験活動（その他）

 その他（※） 〇

【校内での会議等】

【支援活動事例】

【効果や成果（教員からの声など）】

P.15

継続する事業については、担当教員と昨年度の課題を解決するような動きが出来るよう打ち合わせを
して活動をしました。
今年度は職場体験、職業講話、高校説明会に向けての準備など、様々な事業所や学校、個人の方々へ
お声がけする機会が増えました。それに伴い自分のスキルアップをしていく努力が必要と感じまし
た。来年度に向けては新しい活動（高校説明会）、地域の方、生徒と一緒に出来る活動（中庭畑作
り）が計画されているので、しっかりと準備をしていきたいと考えています。

人

 その他
の内容

（※）漢字・英語検定、居場所づくり、放課後学習ルーム、二中中庭畑作り

学校担当者とその都度話し合い
二中保護者の会と打ち合わせ（各担当者と連絡調整）
CS会議の場で学校支援本部コーディネーターの立場で発言、報告
中庭畑作りについて、地域団体を行内に招き会議

１．ワンデーサポート活動（取りまとめ、H＆Sでの発信、運営サポート）運動会、合唱コンクール
２.制服リサイクル活動、ベルマーク収集活動
３.漢検・英検の集金、当日の検定試験監督（ボランティアお声がけ、取りまとめ）
４.保護者の会へのサポート
５.不登校生徒への居場所（チャレンジルーム）ボランティアお声がけ、連絡係
６.放課後学習ルームの継続
７.特別支援学級ボランティア探し
８.各教科、学校より依頼された講師探し
９.職場体験事業所探し、職業講話の講師探し（キャリア教育）
10.高校説明会に向けて学校へのお声がけ

1
回
あ
た
り
の
子
供
の

平
均
人
数

１０人 1
回
あ
た
り
の
ス
タ
ッ

フ
の
平
均
人
数

４人 年
間
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
数

延べ　１５０人
人 人

人 人

人

部活動の補助

給食時の対応 授業準備・補助

学校行事等の準備・運営 進路指導の補助

日々の校内清掃への参加・
見守り

※英語が堪能な地域住民等による外国語の
授業準備・補助

清瀬市立清瀬第二中学校

二中学校支援本部 活動開始年度 平成３０年度

１人　　 学級数・延児童生徒数 １８学級・４３８人

２０人　　 令和7年度ボランティア数 延べ　１５０人

登校に関する対応 放課後・夜間における対応学
校
に
お
け
る
働
き
方
改
革
を
踏
ま
え

た
活
動

写真orイラスト

（写真タイトル）

地域ボランティアとの連絡
調整

児童生徒の休み時間におけ
る対応



本　　　部　　　名

コーディネーター数

登録ボランティア数

〇

〇

〇 〇

 学習支援 〇

 体験活動（スポーツ）

 体験活動（文化・芸術）

 体験活動（その他）

 その他（※） 〇

【校内での会議等】

【支援活動事例】

【効果や成果（教員からの声など）】

P.16

CSの委員として協議会の中に入ることにより、三中の動きやどこに何の支援が必要なのかが分かるよ
うになって来ました。
だたもう少し教員から学校支援本部に依頼があると、コーディネーターとして活発に活動が出来たの
に・・・と思うこともありました。
来年度は、より三中の支援が出来るよう、三中に通って情報を得る努力をしたいと思います。

人

 その他
の内容

（※）英語検定

管理職や各担当教員とその都度連絡を取り合い、話し合いを行う

１．職場体験事業所探し（キャリア教育）
２．合唱コンクール指導（協働活動支援員）
３．命の教育講師依頼（協働活動支援員）

1
回
あ
た
り
の
子
供
の

平
均
人
数

１０人 1
回
あ
た
り
の
ス
タ
ッ

フ
の
平
均
人
数

３人 年
間
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
数

延べ　１０人
人 人

人 人

人

部活動の補助

給食時の対応 授業準備・補助

学校行事等の準備・運営 進路指導の補助

日々の校内清掃への参加・
見守り

学
校
に
お
け
る
働
き
方
改
革
を
踏
ま
え

た
活
動

※英語が堪能な地域住民等による外国語の
授業準備・補助

地域ボランティアとの連絡
調整

児童生徒の休み時間におけ
る対応

清瀬市立清瀬第三中学校

三中学校支援本部 活動開始年度 令和２年度

１人　　 学級数・延児童生徒数 １４学級・３５４人

０人　　 令和7年度ボランティア数 延べ　１０人

登校に関する対応 放課後・夜間における対応

写真orイラスト

（写真タイトル）



本　　　部　　　名

コーディネーター数

登録ボランティア数

〇

〇

〇 〇

 学習支援 〇

 体験活動（スポーツ）

 体験活動（文化・芸術）

 体験活動（その他） 〇

 その他（※） 〇

【校内での会議等】

【支援活動事例】

【効果や成果（教員からの声など）】

P.17

 その他
の内容

（※）漢字・英語検定、職場体験事業所さがし、職業講話

管理職、担当教員とその都度連絡を取り合い、話し合いを行う。

１.職場体験事業所探し
　 →夏休み頃から担当教員と役割分担をしながら、事業所探しを行う
２.職場講話の講師探し
　 →昨年度も来航していただいた方が再度お引き受けしてくれるケースが多い。
　   これは生徒たちの聞く姿勢がすばらしいからだと思う。
３.漢検試験監督（ボラティアお声がけ、取りまとめ）
４.標準服リサイクル

昨年度までは管理職より依頼される事が多かったように感じましたが、今年度は地域連携教員や学年
の教員からの依頼が増えてきように思います。
教員の間で「学校支援本部に依頼してみよう」という雰囲気出来てきたのでは？と嬉しく思えまし
た。
CSより学校支援本部にお願いされる事業が来年度より始まるので、丁寧に取り組みたいと思います。

延べ　２０人
人 人

人 人

３０人 ６人

1
回
あ
た
り
の
子
供
の

平
均
人
数

２０人 1
回
あ
た
り
の
ス
タ
ッ

フ
の
平
均
人
数

３人 年
間
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
数

地域ボランティアとの連絡
調整

児童生徒の休み時間におけ
る対応

日々の校内清掃への参加・
見守り

部活動の補助

給食時の対応 授業準備・補助

学校行事等の準備・運営 進路指導の補助

※英語が堪能な地域住民等による外国語の
授業準備・補助

清瀬市立清瀬第四中学校

四中学校支援本部 活動開始年度 平成３１年度

１人　　 学級数・延児童生徒数 ９学級・２６１人

０人　　 令和7年度ボランティア数 延べ　２０人

学
校
に
お
け
る
働
き
方
改
革
を
踏
ま
え

た
活
動

登校に関する対応 放課後・夜間における対応



本　　　部　　　名

コーディネーター数

登録ボランティア数

〇

〇

 学習支援 〇

 体験活動（スポーツ）

 体験活動（文化・芸術）

 体験活動（その他）

 その他（※） 〇

【校内での会議等】

【支援活動事例】

【効果や成果（教員からの声など）】

P.18

〇学校支援本部の活動を認知してくださる先生方も増え、先生方からの依頼で活動を行いました。自
習室では先生方から生徒への声掛けをして頂き、参加する生徒が増えました。

人

 その他
の内容

（※）職場体験先の開拓

〇支援活動について、学校管理職や担当の先生と打ち合わせ（随時）
〇学校運営協議会への出席
〇１学年保護者会、保護者代表者会への出席
〇十小・五中合同学校支援本部連絡会への出席（小中連携）

〇教育環境の向上並びに地域交流
・花のチカラプロジェクト（校内花壇への花苗植えや球根植えなどを生徒と地域の方々と共に行っ
た）
〇講師招聘
・全学年向け道徳授業（他の人のことを自分ごととして考える力）→講師は日本ユニセフ協会
〇学習支援
・定期考査前自習室の開設　→　学習支援は明治薬科大の学生さんと卒業生などの大学生に依頼
〇学校行事補助
・第２学年の職場体験先の開拓
・保護者向け給食試食会の実施
〇地域の方や生徒達の憩いの場として活用するため、ボランティアさん達と未使用地の整備を年間を
通して行った。

1
回
あ
た
り
の
子
供
の

平
均
人
数

２２人 1
回
あ
た
り
の
ス
タ
ッ

フ
の
平
均
人
数

１人 年
間
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
数

延べ３０人
人 人

人 人

人

部活動の補助

給食時の対応 授業準備・補助

学校行事等の準備・運営 進路指導の補助

日々の校内清掃への参加・
見守り

学
校
に
お
け
る
働
き
方
改
革
を
踏
ま
え

た
活
動

※英語が堪能な地域住民等による外国語の
授業準備・補助

地域ボランティアとの連絡
調整

児童生徒の休み時間におけ
る対応

清瀬市立清瀬第五中学校

五中学校支援本部 活動開始年度 平成３０年度

３人　　 学級数・延児童生徒数 ９学級・２５９人

２０人　　 令和7年度ボランティア数 延べ１５２人

登校に関する対応 放課後・夜間における対応

」
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統括コーディネーターの活動報告 

 

【支援活動事例】 

１ 学校支援本部研修会、情報交換会議に向けて事務局とその都度打合せ 

２ 研修会（中学校の活動事例について）、情報交換会議 

３ 教育委員会訪問に同行 

４ 学校支援ボランティア登録者との面談、希望校へ振り分け 

５ 地域ウェルカム交流会への参加（学校支援本部ブースとして） 

 

【効果や成果、課題など】 

コミュニティ・スクールが全校に配置され、CS 会議の中でのコーディネーターとしての役割が明確になって

いる学校もあれば、まだまだどのように動いていけばよいのかと模索している学校もあります。つなぐ実行部隊

である学校支援本部は、学校支援本部から地域や事業所に向けての呼びかけ、保護者の皆さまへの広報活動等、

様々な動きが求められます。統括コーディネーターとして地域コーディネーターが困らないよう、いつでも支援

出来るよう努めていきたいと思っています。 

今年度の新しい試みとして、地域ウェルカム交流会への参加がありました。市内の各団体と一緒に活動するこ

とにより、横のつながりが生まれ、「協力できる所はしていきましょう」と話をする場面もあったりと、有意義

な時間となりました。交流会に来ていただいた市民の皆さまもお話をする機会を持てた事も、広報活動の１つと

なりました。 
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＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ 学 校 支 援 本 部 だ よ り 等 の 紹 介 ＊ ＊ ＊  

↑詳しくこちらから↑ 
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